
別紙22　現行及び新たな施設の減免基準について

１　現行施設における減免

　⑴　免除の範囲

　　　現行の南下浦市民センターにおいて、施設利用料の減免について、以下のとおり取り扱っている。

減　免　条　項

ア

　なお、上記減免条項アについて、全額免除とすること。

　　　現行の南下浦市民センターにおいて、減免の適用状況は別添資料24-2のとおりとなっている。

２　新たな施設における減免

　　新たな南下浦市民センターにおける、施設利用料の減免について、上記と同様に三浦市公民館の

　管理及び運営に関する規則第８条を準用するものとし、具体的な減免基準について、選定事業者か

　から市へ提案すること。減免基準は、選定事業者が市長の承認を得て定めるものとする。

ウ

・免除の範囲　（三浦市公民館の管理及び運営に関する規則　第８条関係）

イ

市又は市の機関が主催する集会、行事
等に使用するとき。

市域その他一定区域内を活動範囲と
し、公益的な活動を行う公共団体等が
当該活動又は団体の運営に係る事業を
行うとき。

その他教育委員会が特に必要と認めた
場合

　⑵　減免の適用状況


